まえがき

ラーマクリシュナの『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(コタムリト),不滅の言葉)』を翻訳し終わったとき、恩師、渡辺照宏先生が

　「田中さん、こんど何を訳すつもり?」とおっしゃった。私は反射的に

　「ギーターを訳したいんですけど、できるでしょうか？」とおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こた),応)えした。

　「できますよ。私がサンスクリットを教えてあげる」…。

　ギーターの内容は、『不滅の言葉』のなかに実にしばしば出てくるし、経典や聖典の類にあまり重きをおかなかったラーマクリシュナも、

　「ギーターだけは別。―あれは本当に神の言葉だ」と、口ぐせのように言っている。あの、自信の塊のようなビベーカナンダも、

　「人類史上、愛において最も秀れた人はイエス。最高の人格者はブッダ。そして最上の智慧の書はギーター」と言った。

　バガヴアッド・ギーターは一大叙事詩・マハーバーラタの一部に組みこまれているが、渡辺先生が、「太古にクリシュナ教とでも言うべき宗教団体があって、その教えが、マハーバーラタ編EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さん),纂)のときに組み入れられたんでしょうね」と、おっしゃったのを私は記憶している。大昔に、インド全土をまきこんで起こった大戦争を中心に、その前後のことを描いたこの大叙事詩は、ラーマーヤナと共にインドの精神文化そのものと言われているが、その要約は第三文明社から上中下三冊になって出版されているから関心のある方はお読み下さい。クルクシェートラの野に対峙するクル軍とパンドゥ軍を見渡しながら、ビシュヌ神の化身であるクリシュナと、パンドゥ家の第二王子アルジュナとの間の問答が、世に名高いバガヴァッド・ギーターです。バガヴァーンを私は至上者、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かみ),至聖)などと訳しましたが、これは漢訳仏典での“如来”のことで、真如なるブラフマンと一体の人格を指します。

　『不滅の言葉』を私が訳し始めたのは昭和四十四年で、三ケ月もたつ頃には、「どうしてもギーターを勉強しなくては―」という気持になった。そのため、四十七年に初めてインドに行った時、インド人のガイドに頼んで、ヒンディー語の解説がついたギーターをベナレスの古本屋で買ってもらったり、また自分でも、アグラの本屋で元大統領の哲学者、ラダクリシュナンのギーター解説書を買い、帰ると早速、新宿の朝日カルチャーのヒンディー語講座に入って勉強した。思えば十五年ほど、急がず怠けずをモットーにして、ほんの少しずつ翻訳を進めていった次第です。そして終わりの頃にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さと),知)ったのは、『不滅の言葉』はラーマクリシュナのギーター解説なのだということです。

　さて、ギーター勉強の結果が本になるキッカケをつくってくれたのは、やはり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほか),他)ならぬラーマクリシュナだった。『不滅の言葉』の全訳が、諸般の事情でなかなか出版されないため、待ちきれない数人の方々に私は翻訳ノートをお貸しした。そのなかの岐阜のＨ氏は、多忙な医業のかたわら、「写経のつもりです」とおっしゃって、数年がかりで二十四冊の大学ノートを書き写された。大阪のＭ氏は、自分用とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひと),他人)への貸し出し用と、二枚ずつコピーをとり、数冊すっノートを返送してくれるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たびごと),毎度)に、ラーマナ・マハリシの本や山崎弁栄聖者の著書を送って下さった。『不滅の言葉」に出会って以来、殆ど全く他の宗教書に関心がなくなって、読まなくなった私にとって、Ｍ氏から送られてくる本がとれ程ためになったか、はかり知れない。コタムリトの全訳出版がおくれるのも、このような方々との出会いのためと思えば、これも有り難い神意だったと、今さらながら感じ入っている次第です。そのＭ氏が、私の勉強の結果をぜひ活字にしておきたいと希望されるので、ご好意をお受けしました。Ｍ氏と、出版をひきうけて下さった増田氏のおかげで、恩師の霊前にこの一冊を供えることのできる幸せを、しみじみと味わっています。渡辺先生もラーマクリシュナも、どんなにか喜んで下さるでしょう。今生において、私のような浅学不徳の女に、いろいろ教えて下さった先生方、また、Ｍ氏をはじめとする知人友人の皆さまの温かい友情に心の底から感謝、合掌して、序に代えさせていただきます。
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